
S下甑村の哺乳類相

(1)はじめに

下甑村は甑列島の南端に位置し，細長い村の中央部を山脈力欝走り，海岸線はほとんど険しい断

崖となっている。山地には良く整備きれた林道力縦横にめぐらされており，集落は乏しい平地に

集中している。

哺乳類の調査は1994年10月4日から6日までの3日間行ったのでその概要を報告する。

(2)調査方法

実際に山野を歩いて動物の足跡や糞などフィールドサインを探す踏査法や地元の動物に詳しい

人から情報を得る聞き取り法，ネズミやモグラ類をトラップで捕まえる捕獲法，夜間は林道を車

で走りながら出現した動物を観察するロードセンサス法などを行った。

(3)共同調査者

大塚閏一（鹿児島大学名誉教授）石堂昭憲（鹿児島市立平川動物公園）

(4)調査結果

食虫目INSECTIVORA

モグラ科TALPIDAE

モグラj"QgE7'zzz"Zz"てz

田畑や牧場などいたるところにモグラ塚やトンネルがみられたので生息数はかなり多いと

思われた。

畑に小型バケツを使ったピットホール・トラップを設置したが残念ながら捕獲は出来な

かった。

トガリネズミ科SORICIDAE

ジネズミQ℃c〃"、庇加ez"加z

手打の橋口義達氏によると家の中や周辺に小さなネズミが沢山いるという。
●●●

後日（10月14日）橋口氏から飼いネコが捕らえたというネズミを送って頂いた。

標本は少し腐敗していたが，細長くと力ぎった口，ビロード状の柔らかい毛などトガリネズ

ミ科の特徴をしており，生息地，白い歯，大きさ等からジネズミ属のジネズミと思われる。

体重3．1g,頭胴長50mm,尾長35mm,後足長11mm｡(写真1)

翼手目CHIROPTERA

キクガシラコウモリ科RHINOLOPHIDAE

キクガシラコウモリR〃"0/""sたγ7，z""〃"”"”

溝口文男氏から1987年9月13日に捕獲されたキクガシラコウモリの写真力罫寄せられた。場

所は航空自衛隊基地から尾岳登山道を約100m入ったところで，野鳥調査用のかすみ網にオ

スとメスの2頭力ざかかったということであった。
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ウサギ目LAGOMORPHA

ウサギ科LEPORIDAE

ノウサギL"zMsMzc妙""‘s

10月5日の昼過ぎ，弓折牧場周辺の山中で比較的新しいウサギの食痕（ヤツデの葉）が見

つかった。また，その付近でウサギの糞を発見した。（写真2．3）

糞は直径10mm～15mmでやや偏平な丸い形をしており,1塊り1個～8個，全部で16個の糞

力ざ落ちていた。

ノウサギの糞はひとかたまり数十個というのが普通で，それに比べるとかなり量が少ない

ように思われた。

ウサギの仲間は自分の盲腸から排泄される栄養のある軟らかい糞を食べる習性がある力罫，

筆者はアマミノクロウサギで軟らかい糞を食べるほかに，普通の硬い糞まで食べるのを観察

したことがある。ノウサギにもその習性があり，食草の少ない場では自分の硬い糞まで食べ

ているのではないかと思われる。

今回の調査でノウサギの糞を確認したが，ほぼ1日中さ力ぎしてやっと1カ所で食痕と糞を

見つけられたほどなので，生息数はかなり少ないと思われる。

げっ歯目RODENTIA

ネズミ科MURIDAE

アカネズミ〃0娩沈"s妙g伽s"s

ヒメネズミ〃0庇"z"S"'gE"た"s

足跡図鑑（子安和弘）によると下甑島にはアカネズミ，ヒメネズミカゴ生息していることに

なっている。

林道でイタチの糞の近くに赤褐色をした毛のかたまりが落ちていた。毛質や毛色等からア

カネズミかヒメネズミの背面の毛ではないかと思われた。

食肉目CARNIVORA

イヌ科CANIDAE

ノイヌCb"たん沈加z油

ノイヌとは山野でノウサギやネズミなどを食べながら自活している真に野生化したイヌの

ことであり，人家の周辺を排掴する野良犬とは区別されている。もともと人に飼われていた

イヌであるが甑島の自然にとけ込みその生態系に大きく影響している動物と思われるのでこ

こでは取り上げた。

甑島には昔からノイヌが多く生息しているということを聞いていたので，期待していたが

残念な力ざら姿を見ることはできなかった。

しかし，ノイヌのものとは断定できないが，林道でイヌの糞と足跡が見られた。

その糞を持ち帰って調べたところ，ほとんどネズミの毛の塊であった。

タヌキMc花形"魅か'ひCyo"O〃なs

1978年，鹿児島県が行った第2回自然環境保全基礎調査でタヌキの生息が確認されてい

る。今回は姿を見なかったが聞き取り調査によりタヌキは生息していると思われる。
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イタチ科MUSTELIDAE

ホンドイタチ〃"s花〃s伽"αz加鰄

今回の調査で一番多く見られた種で，昼間から人家近くの側溝を走っているのが見かけら

れた。10月4日調査開始早々に2頭を見たほか，5日は夜間の林道沿いで4頭を確認した。

また，5日の夕方ネズミ捕り用のかごワナで1頭を捕獲した。（写真4）林道沿いにはイタ

チの糞が多数見られたほか，人家近くの田畑には多数の足跡が見られた。イタチの生息密度

はかなり高いと思われた。

なお，食性を調べるため林道で採取した糞を分析した結果，コガネムシなど甲虫や，バツ

．夕科，キリギリス科などの昆虫類，甲殻類（サワガニ）などを食べていること力謝分かった。

ニホンカワウソL""伽加”〃た"i

橋口義達氏の話しによるとカワウソは昭和10年ごろは手打湾付近にもいたという。

また，地元の人が5～6年前に佐ノ浦湾でカワウソを見たという情報を得たので，念のた

め佐ノ浦湾一帯でカワウソの糞や足跡などを探したガ罫手掛かりになるようなものは見つから

なかった。（写真5）

ニホンアナグマ〃e/es"zeJEsα"賊"池α

昭和49年，迫静男氏は下甑村瀬々野浦小学校所蔵の剥製標本でニホンアナグマを確認して

いる。

しかし，今回の調査では現在生息しているという確証は得られなかった。

その他の動物

ニホンシカ（α”"s〃伽0〃）とニホンイノシシ(S"ssc’砿z)

下甑村手打の弥生末期から古墳時代の大原・宮薗遺跡からシカやイノシシの骨が多数出土し

ていることから古代には生息していたこと力罫うかがえる。

現在は両種とも絶滅して下甑島には生息していないとされている。

(5)さいごに

今回の調査では何かと便宜を図っていただき3日間とも自家用車を提供してくださった下甑村

教育委員会の田中智治先生をはじめ，煩わしい聞き取り調査にご協力を頂きますとともに貴重な

標本を送ってくださった橋口義達氏，キクガシラコウモリの写真や情報をいただいた田尻小教諭

の溝口文男先生に心から感謝いたします。

1）

2）

3）

4）

5）

6）

7）

今泉吉典

大塚閏一

子安和弘

迫静男

橋口義民

増井光子

安間繁樹
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1976：日本の動物小学館

1985：アニマル・ウォッチング日本の野生動物晶文社
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ジネズミ1994.10.14
橋口義達氏採集(手打）

ノウサギの糞1994.10.5
まばらで数が大変少ない。（林道）

イタチの糞の内容物1994.10.5
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ノウサギの食痕1994.10.5

ヤツデの葉柄だけ食べられていた。（林道）

イタチ1994.10.5

かごワナにかかった個体，翌朝放す。

佐ノ浦湾1994.10.5

ここでカワウソを探索したが，手掛りはなかった。

(執筆者酒匂猛）



9北薩地区の哺乳類相

(1)はじめに

北薩地区のうち，大口市の国見山地，薩摩町の永野金山及び株の谷，横川町の国見岳周辺，栗

野町天神川流域及び栗野岳周辺，出水市定ノ段などで調査を行ったのでその概要を報告する。

(2)調査期間

1994年12月～1995年1月

(3)調査方法

実際に山野を歩いて動物の足跡や糞などフィールドサインを探す踏査法や地元の人に聞く聞き

取り法，ネズミ類をトラップで捕まえる捕獲法を主に夜間は車で林道を走りながら動物を観察す

るロードセンサス法などを行った。

(4)調査結果

食虫目INSECTIVORA

モグラ科TALPIDAE

モグラMQgEm”昭況”

モグラの生息範囲は広く，今回調査したほとんどの地区の人家周辺や田畑，牧草地山中等

いたる所でモグラ塚やトンネル力叡見られた。

特に多かったのは栗野岳にある牧場の草地で，土を耕したように無数のモグラ塚が見られ

た。ここのモグラ塚は直径25cm～30cmのものが多かったが直径45cm以上という大きいものも

多く見られた。この地域はアズマモグラが生息しているとされている（今泉吉晴他）がコウ

ベモグラが生息しているという（子安他）文献もあり多少混乱していると思われるので，今

後確認のため捕獲して調べる必要がある。

ヒミズUｸり加c〃S如伽/‘たs

ヒミズもモグラと同じようにトンネルを掘って暮らしている。直径3cm以下と言われるヒ

ミズの坑道は大口市布計や久七峠などの国見山地や栗野岳，国見岳周辺など山地に多く見ら

れた。

翼手目CHIROPTERA

キクガシラコウモリ科RHINOLOPHIDAE

キクガシラコウモリR"伽0"""sたγ7'7""〃"z""加

栗野町の天神川左岸でシラス崖に掘られた，広さ4m@,高さ1.7mの洞（がま）にただ1

頭だけで冬眠しているオスを捕獲した。（1月13日）

冬眠中のコウモリは仮死状態で素手でも容易に捕まえることができ，およそ30分ぐらいは

眠りから覚めなかった。頭胴長53mm,耳長22mm,尾長40mm。（写真1)
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霊長目PRIMATES

オナガザル科CERCOPITHECIDAE

ニホンザルMz""/ifscα〃／"saz加

横川町農林商工課の話しによると横川町，薩摩町，大口市の周辺にはおよそ130頭のニホ

ンザルが生息しているらしい。彼らは3群に分かれているが3群とも国見岳の周辺を遊動し
ていると見られている。

現在，農作物を荒らすので有害獣として捕獲されている。（写真2）

国見岳周辺の白仁田，高木，若宮，金山などの集落で地元の人に聞いたところ，1グルー

プ約20～30頭の群が周期的に現れ，畑の大根やサツマイモなど農作物を食べて行くという。

大口市の布計や笹野など国見山地や栗野岳などではサルの群の情報は得られなかった。

（ただし，ヒトリザルは布計，笹野でもときどき見られるという｡）

ウサギ目LAGOMORPHA

ウサギ科LEPORIDAE

キュウシュウノウサギL""sMz""γ況s6"zz伽"γ"s

栗野町天神川右岸，栗野岳，国見岳，鶴田ダム湖左岸（薩摩町株の谷）などで多数の糞を

観察したほか，熊本県との境に近い布計の県道15号線（人吉・水俣線）で雪の上に残された

ノウサギの足跡を観察した。（写真3）

げっ歯目RODENTIA

ネズミ科MURIDAE

ネズミ類は足跡や巣穴，通路など多くのフィールドサインが見られたが，これらによる種

の判定は避け，今回スナップ式トラップで捕獲したもの2種について述べる。

スミスネズミ助幼g"0"WSS郷j伽

日時：1995年1月22日午後8時ごろ

場所：国道267号線，元古屋・笹野間の道路沿い

性別：オス

計測：頭胴長90m瓜尾長40mm,耳長9mm,耳巾4mm,後足長17mm・

アカネズミ〃0〃"z"s幼“伽"s(写真4)

日時：1995年1月22日午後8時ごろ

場所：国道267号線，元古屋・笹野間の道路沿い

性別：オス

計測：頭胴長90mm,尾長77mm,耳長15mm,耳巾7mm,後足長23mm。

食肉目CARNIVORA

イヌ科CANIDAE

タヌキMc"""妬pγひGyO"0〃ES

大口市布計の山中でタヌキのため糞や足跡を確認した。また，1994年12月28日午前0時38

分，ロードセンサス中，祁答院町大村麓で道路を横断しているタヌキに出会った。聞き取り

調査で，タヌキは最近かなり増えているというところが多かった。
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キツネV"肋es"""es

1995年1月14日，大口市布計の県道15号線（人吉・水俣線）で雪の中にイタチなどの足跡

とともにキツネの足跡も見られた。（写真5）

また，1991年12月13日に，若い雄キツネが薩摩町求名の農家のニワトリ小屋に入って捕ら

えられたこと力：ある。（この個体は現在，平川動物公園で保護されている｡）

聞き取りによるキツネの情報は非常に乏しく，その生息はきびしい状況にあると思われ

る。栗の原牧場の薬師寺忠澄氏によれば，昔は栗野岳周辺で見かけたが最近は見ないという。

イタチ科MUSTELIDAE

ホンドイタチM"sたんs伽γ加加鰯

1995年1月14日，大口市布計の県道15号線（人吉・水俣線）で雪の中に足跡が見られたほ

か，栗野町天神川，栗野岳周辺などいたるところで糞や足跡が見られた。

テン〃上加ES加吻"""s

1995年1月14日，大口市布計の県道15号線（人吉・水俣線）で雪の中にテンのものと思わ

れる足跡が見られた。地元猟師の話しによると，テンはときどき見かけるということであっ

た。

ニホンアナグマ〃此s”g魅α"α〃"0a

1995年1月6日，栗野町天神川右岸の田圃で足跡を確認した。

偶蹄目ARTIODACTYLA

イノシシ科SUIDAE

ニホンイノシシ卵sscm/2z"cowzyszzr

大口市布計の鉱山跡，栗野岳，国見岳，薩摩町株の谷などの山中や山野や笹野の田圃等に

イノシシの土耕跡（採食のため士を掘り起こしたあと）や足跡力ぎ見られた。

広く分布しているが狩猟圧のため最近は数が少なくなっているといわれている。

シカ科CERVIDAE

キュウシュウジカα”"s〃伽0〃〃伽0〃

1月13日，栗野岳周辺にシカの糞や足跡が多数見られた。栗の原牧場の薬師寺氏によると

5～6年前から姿を現すようになり，最近は数も相当に増え牧草を食べに来るので被害が大

きいという。栗野岳のシカは，隣接の宮崎県えびの高原に現れる群と同じものと思われる。

1月7日，国道328号線沿いの出水市定ノ段の山中でシカの母子づれ3頭を確認した。こ

の山中にはシカの糞や足跡が無数にあり，かなりの数力叡生息しているものと思われた。ま

た，1月30日，県道鶴田ダム曽木滝線の株谷橋（薩摩町）から約50m山に入ったところで新

旧多数のシカの糞や足跡が見られた。

(5)まとめ

今回の調査で食虫目1科2種，翼手目1科1種，霊長目1科1種，ウサギ目1科1種，げつ歯

目1科2種，食肉目2科4種，偶蹄目2科2種，合計7目13種の哺乳類が判明した。
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雪の上の足跡1995.1.14

大口市布計（県道15号線）

4種類の動物が通った足跡力罫残っていた。

、キツネ（右端)，イタチ（右端2番目）

テン？（中央)，タヌキ（左端）

ここではネズミ類の足跡も無数に見られた。

シカの糞1995．1．6

栗野岳

(執筆者酒匂猛）
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10下甑島の留鳥

甑島は薩摩半島の西方約20kmの海上にあり，上甑島，平島，下甑島と北東から南西に長く連な

り，延長38km,面積は105klrに達する。島の地形の概要は，平地はほとんどなく海岸線の大部分

は断崖で，特に北西部の海岸は急な断崖で海に接している。下甑島は3島の中で最も大きく地形

も複雑であり，島の背骨ともなる山岳は尾岳(604m)を最高に青潮岳(510m),小田山，瀬尾

山などがある。西海岸は殆ど断崖であるが，東岸は長浜，青瀬，手打には砂浜が発達している。

気候は暖流の影響で暖かく，佐多岬，屋久島の一湊と同じで霜を見ることはないといわれてい

る。

甑島の烏類相は他の鹿児島県沿岸に存在する島喚の鳥類相に類似する。又，甑島は宇治群島や

草垣諸島とならび渡り鳥の中継地点として重要な島でもある。

甑島の鳥類についての詳細な調査は少ない。今回，1994年10月30日から11月1日までの3日間

にわたり鳥類観察の機会を得た。短期間で一人の記録であり，出現種の数に限界があったが，こ

こでは期間中，島内を車の移動による観察記録と調査地点を設定したラインセンサス法による調

査を手打佐之浦林道(10月31日7:00～8:00)と手打集落耕作地(11月1日7:00～8:00)で実

施したので，その結果を合わせて報告する。

(1)調査結果と考察

調査期間中確認した鳥類（留烏・渡り鳥・漂鳥など含む）はカツオドリ，アマサギ，コサギ，

クロサギ，マガモ，トビ，キジ，タケリ，イソシギ，カラスバト，キジバト，キセキレイ，ハク

セキレイ，ヒヨドリ，モズ，ジョウビタキ，ノビタキ，イソヒヨドリ，シロハラ，ウグイス，

セッカ，ヤマガラ，メジロ，ホオジロ，ホオアカ，ミヤマホオジロ，カワラヒワ，スズメ，ムク

ドリ，ホシムクドリ，ハシボソガラス，ハシブトガラスの32種であった。この中に甑島の烏とも

言える留鳥と漂鳥（狭い範囲・島内）と思われる種は下記の6目16科21種であった。

調査時に出現した留鳥（漂烏も含む）の鳥類目録

コウノトリ目CICONIFORMES

サギ科ARDEIDAE

コサギ堕7,g"Zzgzz"e"gzz7ze"(Linnaeus)

クロサギ過ぎ形加s"c""szzc71zz(Gmelin)

ワシタカ目FALCONIFORMES

ワシタカ科ACCIPITRIDAE

トビ〃肋"sz@"tzws""jz@s(J.E.Gray)

キジ目GAIIIFORMES

キジ科PHASIANIDAE

キュウシュウキジ剛as〃""SCO此"た"s〃α海jcoんγVieillot

チドリ目CHARADRIIFORMES

シギ科SCOLOPACIDAE

イソシギTMZgzzMoIMcosLinnaeus
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ハト目COLUMBIFORMES

ハト科COLUMBIDAE

カラスバトQ〃加加”"肋加α”"妨加z(Temminck)

キジバト邸7""e"0加"〃"so池"〃is(Latham)

スズメ目PASSERIFORMES

セキレイ科MOTACIIJJDAE

キセキレイ〃0"cMzc"ewaγひ6"s"z(Brehm)

ヒヨドリ科PYCNONOTIDAE

ヒヨドリj過めs秒鯲sα"､α"”挑α"､α"γひ姑(Temminck)

モズ科LANIIDAE

モズLα"雌6"c"加加6"c幼加〃s(Temminck&Schlegel)
ヒタキ科MUSCICAPIDAE

イソヒヨドリ〃ひ"此0"so/伽""s""抑e"siS(Miiller)

ウグイスα伽z@"加"gaz"""s(Temminck&Schlegel)

セッカas就0〃”"cMs6〃""j"s(Temminck&Schlegel)
シジュウカラ科PARIDAE

ヤマガラR"ws〃α""s〃α""s(Temminck&Schlegel)
メジロ科ZOSTEROPIDAE

メジロZbs"'"sMo""jtzpo"jaz(Temminck&Schlegel)
ホオジロ科EMBERIZmAE

ホオジロEｿ"6g噸αc勿湿とsc"siSBonaparte
アトリ科FRINGIJJIDAE

カワラヒワQ"屯加eliss加加加加07'(Temminck&Schlegel)
ハタオリドリ科PLOCEIDAE

スズメfbsse""0"〃""ssEzMzzzfsStejuger

ムクドリ科STURNIDAE

ムクドリS加〃"sc""zzce"s(Temminck)

カラス科CORVIDAE

ノ､シボソガラス｡""scoγり"go池"""sEversmann

ハシブトガラスQ""swwzcγり""c"osjtW"e"sisBonaparte

1994年の10月30日から11月1日時点では渡り鳥（冬鳥）の姿も多くみられ，特に低地ではジョ

ウビタキの密度が高いように思えた。

今回の下甑島の調査時期の烏相は，

①生物（烏類）季節phenology(その地方にすみ，あるいは出現する烏類の移動や繁殖の季節

的な研究）の観点からみると，21種力溜烏もしくは漂烏，8種が冬鳥，夏鳥でありながら越冬してい

る烏（アマサギ)，迷烏（ホシムクドリ)，繁殖地は近隣の島喚でありながら甑島に飛来する烏（カ
ツオドリ）であった。

②鳥類個体群avianpopulation(その地方の鳥類の数量的および生産的な研究）の観点から

みると，手打佐之浦林道で平均優占度は，メジロ34％で最も多く，次いでヒヨドリ17％，キジバ
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ト15％であり，これらの種ですでに66％を占めている。手打集落耕作地で平均優占度は，カワラ

ヒワ46％で最も多く，次いでスズメ31％，ハシブトガラス9％であり，これらの種ですでに86％

を占めている。このように2～3種の鳥が優占種となるのは，とくに各地の島喚の烏相に共通な

現象であるとされている。

③鳥類群集birdcommunit(その地方の鳥類の環境や相互関係）について述べると，手打佐

之浦林道の烏相は森林鳥類群集と草原鳥類群集が混在し，手打集落耕作地の鳥相は草原鳥類群集

が主になっていた。

今回の観察された鳥類の中には天然記念物に指定され，そして特殊鳥類として「レッドデータ

ブック」（日本の絶滅のおそれのある野生生物)の掲載種の危急種に区分されたカラスバトを手

打集落周辺の林で確認した。

九州本土では最も一般的な留鳥であり，森林鳥類群集の主役とも言えるシジュウカラ，コケラ

について，注意深い確認調査を実施したが，下甑島では確認出来なかった。はたしてこれらの種

がマイナス分布であるのか否か，今後の詳細な調査を待たなければ結論は出せない。

甑島は草垣諸島や宇治群島と並び，渡り鳥の中継点にもなっており，重要な地点である。今後

とも，時期を変えた詳細な調査が必要と思える。
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手打佐之浦林道におけるロードセンサス法により確認された鳥類

観察時期('94,10/31)

7:00～8:00
備考名種

平均優占度総個体数

留鳥（漂鳥）

留鳥

留鳥

留鳥（漂烏）

留鳥（漂鳥）

留鳥

留鳥（漂烏）

留鳥

冬鳥

留鳥（漂烏）

留鳥

冬鳥

留鳥

留鳥（漂烏）

４
７
５
９
９
３
３
２
２
２
１
１
１
１

３
１
１

８
９
７
０
０
３
３
２
２
２
１
１
１
１

３
１
１
１
１

スー
プ
圭
‐

ワ
ガ
イ
タ

リ
ト
ロ
ス
ラ
ヒ
ト
ラ
レ
ビ

ロ
ド
バ
ジ
イ
ガ
ラ
ブ
ハ
キ
ウ

ジ
ヨ
ジ
オ
グ
マ
ワ
シ
ロ
セ
ジ
ョ
ビ
ズ

メ
ヒ
キ
ホ
ウ
ヤ
カ
ハ
シ
キ
キ
ジ
ト
モ

ー
２
３
４
５
６
７
８
９
蛆
Ⅱ
岨
唱
皿

110個体14種

手打集落耕作地におけるロードセンサス法により確認された鳥類

観察時期('94,10/31)

7:00～8:00
備考名種

平均優占度総個体数

留鳥（漂烏）

留鳥

留鳥

冬鳥

冬鳥

留鳥（漂鳥）

留鳥

冬鳥

留鳥

留鳥

留烏

留鳥（漂烏）

迷烏

冬鳥

46.13

31.73

9．33

2．93

213

213

1．86

0．80

0．80

0．53

0．53

0．53

0．26

0.26

ス

ラ
キ
イ
リ

ワ
ガ
タ
レ
ド

ヒ
ト
キ
ビ
ロ
リ
キ
ク

ラ
メ
ブ
タ
ウ
ジ
ド
セ
リ
ギ
ム
リ

ワ
ズ
シ
ビ
ョ
オ
ク
ク
バ
サ
ビ
ズ
シ
ゲ

カ
ス
ハ
ノ
ジ
ホ
ム
ハ
ヒ
コ
ト
モ
ホ
タ

－
２
３
４
５
６
７
８
９
ｍ
ｕ
吻
過
Ⅲ

３
９
５
１
８
８
７
３
３
２
２
２
１
１

７
１
３
１

１
１

375個体14種

(執筆者鮫島正道）
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11下甑島の鳥類相について

(1)はじめに

今回の調査では，季節ごとの調査をすることができなかった。亜種名については，観察で識別

できるものだけ付記することにした。（小文字は亜種名）

(2)概要

周年の調査資料はない。

た。

文献と観察記録から作成した甑島の目録に今回観察された種に○をし

○
○
○
○
○
○

リ

ム
リ
ブ
リ

ハ
ブ
リ
ッ
ド
ギ

オ
シ
ブ
イ
科
ギ
サ

オ
科
リ
イ
ッ
カ
目
リ
ナ
科
リ
ラ
ギ

リ
目
リ
ブ
カ
イ
リ
リ
ド
ズ
リ
ド

科
ギ
イ
シ
ギ
ギ
サ
ギ
ギ
科
リ
モ
モ

エ
リ
ブ
ッ
ロ
カ
ム
ド
ギ
ミ
目
ド
オ
ウ
リ
サ
ゴ
ガ
サ
サ
ウ
ギ
サ
サ
目
モ
ド
モ
ガ
モ
ガ

科
ロ
ブ
ッ
イ
ジ
ミ
ン
ギ
ナ
オ
ン
オ
ッ
ミ
ト
科
イ
サ
カ
マ
イ
ュ
サ
ロ
オ
モ
カ
シ
ガ
ル
ガ
シ

目
ビ
シ
ッ
イ
カ
ハ
ミ
カ
ナ
ズ
オ
カ
ッ
カ
科
ウ
ノ
ギ
ゴ
サ
ア
ア
ダ
チ
コ
ク
ア
カ
ン
オ
マ
カ
コ
ョ

ビ
ア
イ
カ
ズ
ミ
リ
カ
ウ
ウ
サ
ン
ガ

ア
カ
ミ
ペ
コ
ガ

オオヨシガモ

チドリ目

ヒドリガモ

オナガガモ

シマアジ

ノ、シビロガモ

ホシノ､ジロ

キンクロハジロ

スズガモ

ホオジロガモ

シコアイサ

ワシタカ目

ワシタカ科

ミサゴ

トビ

アカノ､ラダカ

ツミ

ノスリ

サシバ

′､ヤブサ

チゴノ､ヤブサ

チョウケンボウ

キジ目

キジ科

キジ

ツル目

ツル科

ナベヅル

クイナ科

ヒクイナ

オオバン

チドリ目

チドリ科

シロチドリ

メダイチドリ

○

○
○
○

○
○

○
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ヤ マ シ ョ ウ ビ ン

カワセミ

ブッポウソウ科

ブッポウソウ

キツツキ目

キツツキ科

アリスイ

スズメ目

ヒバリ科

ヒバリ

ッバメ科

ショウドウッバメ

ツノミメ ○

コシアカッバメ

イワッバメ ○

セキレイ科

イ ワ ミ セ キ レ イ ○

ツメナガセキレイ

マミジロツメナガセキレイ

キタツメナガセキレイ

キマユツメナガセキレイ

シベリアツメナガセキレイ

キセキレイ○

ハクセキレイ

ハクセキレイ

タイワンハクセキレイ

アマミジロタヒバリ

ビンズイ

ムネアカタヒバリ

タヒバリ

サンショウクイ科

サンショウクイ○

ヒヨドリ科

ヒヨドリ○

モズ科

モ ズ ○

アカモズ

シマアカモズ

ァカモズ

レンジャク科

キレンジャク

ヒタキ科

コルリ

ジョウビタキ

イソヒヨドリ○

○
○
ギ
○
○
○
○
○

、
ン
メ
／

シ
ズ

ギ
ギ
ア
ス
メ

シ
ギ
ギ
サ
ミ
、

科
し
科
リ
メ

ノ

ョ
シ
ギ
ギ
シ
ギ
ク
ギ
ギ
ヒ
リ
ド
モ
シ
科
ウ
ト
ク
科
シ
メ
目

科
ス

ロ
ジ
ン
ギ
シ
ギ
シ
シ
ギ
シ
シ
ャ
シ
ギ
シ
リ
ド
チ
カ
コ
シ
サ
メ
リ

バ
ト
ト
目
ス
リ
ギ
科
ズ
目
メ
マ
バ
ウ
科

グ
ウ
ネ
シ
ア
シ
ブ
シ
シ
ハ
ロ
シ
ギ
ジ
シ
シ
エ
チ
メ
科
ロ
ネ
サ
ジ
ズ
ム
ス
バ
バ
ス
ギ
ド
ト
目
ウ
バ
メ
バ
ア
ッ
ソ
ミ

ナ
科
ョ
ウ
マ
オ
サ
カ
ア
ソ
リ
グ
イ
シ
オ
オ
ア
カ
メ
バ
メ
グ
ミ
ジ
ア
ス
ン
科
ラ
ジ
オ
ギ
ト
ッ
ト
ウ
ロ
オ
バ
ッ
メ
マ
ウ
セ

ム
ギ
キ
ト
ハ
ア
ク
タ
キ
ィ
ソ
オ
ダ
タ
オ
ア
レ
ア
バ
ッ
モ
セ
ウ
ア
コ
能
力
泪
州
カ
キ
ァ
ト
ト
ッ
ホ
ロ
ク
ァ
ッ
マ
ヒ
ァ
ポ
ワ

シ
ヒ
シ
カ
ト
ホ
ク
フ
マ
ア
ツ
カ

ホ
フ
ア
ブ

、ノ
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カワセミ（甑島）

ホオジロ（甑島）

4〃戸

ロードセンサス調査地（甑島）

釣掛崎～牧場

鶴雛蕊蕊

-135-

号;-,沈

澪

鐸

ハシボソガラス（甑島）

エゾヒタキ（甑島）

ツメナガセキレイ（甑島）



アカノ､ラ

シロノ､ラ

ツグミ

ヤブサメ

ウグイス

オオヨシキリ

メボソムクシイ

センダイムシクイ

セッカ

キビタキ

オオルリ

サメビタキ

エゾビタキ

コサメビタキ

サンコウチョウ

シジュウカラ科

ヤマガラ

メジロ科

メジロ

ホオジロ科

ホオジロ

ロ
ス
ス
ス

ジ
ラ
ラ
ラ

科

カ
カ
オ
ジ
コ
ワ
リ
リ

ガ
ガ
ガ

カ
ア
ダ
ホ
オ
ジ
ヒ
ド
科
ド
リ
ル
ソ
ト

ア
オ
ラ
マ
ア
ノ
ジ
科
ラ
ル
リ
メ
リ
ク
ド
科
マ
ボ
ブ

オ
ホ
シ
ヤ
マ
マ
オ
リ
ワ
カ
メ
オ
ズ
ド
ム
ク
ス
ク
シ
シ

ホ
コ
カ
ミ
シ
シ
ア
ト
カ
イ
シ
タ
ス
ク
コ
ム
ラ
コ
ハ
ハ

ア
ハ
ム
力

○

○
○

○
○ ○

○
○
○ ○

○
○

○
○
○

○
○

以上137種の記録をまとめた。また，今回は，47種の烏を観察することができた。ロードセン

サスの結果常緑広葉樹の林では，メジロ，ヒヨドリ，ウグイスなどが優占している。また，ヤマ

ガラ，カラスバトなども少ないがみられる。本土の林で出現する，シジュウカラ，エナガ，コケ

ラ等が見られない。シジュウカラは1回記録がある力凝問種として除いた。

また，渡りの時期なので，数は少ないが，アカハラダカやサシバなどのタカ類の渡りやオオル

リ，エゾビタキ，サメビタキなどの小鳥の渡りも見ることができ通過地点になっているようだ。

（調査表－2）

参考文献

桑原一広1970:甑島におけるウミネコについて鹿児島県教育センター

迫静夫1975：甑島自然公園候補地学術調査報告書国立公園協会

日本野烏の会1978：鳥類繁殖地図調査

高良武信，沼秀昭，溝口文雄1981.5.2-5：甑島鳥類調査報告（ガリ刷り）

沼秀昭6名1983.5.1-3：甑島探烏記鹿児島の野鳥Nol4

溝口文男1987.9.13-14：甑島標識記録

田悟敏弘1987.5.4-5：甑島探烏記録鹿児島の野烏NQ32

日本野鳥の会1988：動物分布調査報告書（鳥類9）

溝口文男1994.2.26-27：甑島里村探烏記録

1）

2）

3）

4）

5）

6）

7）

8）

9）
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鳥類調査票例

烏類調査票
平成6年 調査者（溝口文男）9月23日

烏類調査票
平成6年 調査者（溝口文男）9月22日

(執筆者溝口文男）

－137－

調査地 下甑村市町手打牧場から釣掛崎燈台 地図番号 1／2,500手T

調査方法 ロードセンサス50m×2km60分 天候 晴れ

種 名 羽数 計
種名

(優占率％） 羽数
０
、

計

アカ ノ、 ラダカ 23，24，6， 51 104 63.4

メ ジロ 1，5，5，3 14 8．54

ツノ ぐ メ 1，9，3 13 7．92

ヒ ヨドリ 2，1，1，3，5 12 7．31

ウグ イス 1,1,1,1,1,1 6 3．66

ホオジ ロ 3 3 1．83

ト ビ 3 3 1．83

エゾビタキ 1，1 2 1．83 c■

力
ー

フ スバ ト 1，1 2 1．83
ノ、 ヤ ブサ 2 2 1．83

イソヒヨドリ 1 1 0．60

イワミセキレイ 1 1 0．60
ノ、 シボソガ ラ ス 1 1 0.60

合計 羽 数 164 種 13

摘要
牧場から林道を釣掛崎まで歩いた。ウグイスの地鳴きやメジロがムクケの花に集

まっているのが目についた。
アカハラダカは，今回初めて群れで観察されたのでワシタカ類の渡りのポイントに

なる地点ではなかろうか。

調査地 下甑フ
ｃ
』
▽寸市町手打 地図番号 1／25,000手打

調査方法 定点観察法17:00～17:30 天候 晴れ

種 名 羽数 計
種名

(優占率％） 羽数 計

ツノ､ミメ 214 214 64.45

ﾉ 、シボソガラス 2,20,20,30 72 21.69

ス ズメ 30 30 9.03

カワ ラ ヒワ 3 3 0．90

キセキレイ 3 3 0．90
ノ、 シブトガ ラ ス 3 3 0．90

ヒ ヨドリ 2 2 0．60

アカモズ(シマアカモズ） 1 1 0．30

ササゴイ 1 1 0．30

セ ツ力 1 1 0．30

モ ズ 1 1 0．30

ヤマガ ラ 1 1 0.30

合計 羽数’332 種 12

摘要
手打の集落が見渡せる場所で観察した。スズメやツバメ，カラスの集団のねぐら入

りの前の集団が見られた。ツバメは，渡りの群れがどこかで休むと思われたが見失っ
た。他のツバメも普通は，まじるのだがツバメだけの群れであった。カラスは，
ボソガラスカゴ多く，ハシブトガラスは，少なかった。

ノ、ン．



12出水平野の鳥類相について

(1)はじめに

5月から12月までの年間を通した観察記録（調査表）と文献から目録を作成した。今年度観察

された種には○をした｡）

(2)概要

出水平野は，冬季にツルをはじめとして冬鳥力罫たくさんやってくる。

種が多く，大型の水鳥やワシタカ類もよく見ることができる。

年間を通じて記録された

アビ目

アビ科

アビ

シロエリオオノ､ム

カイツブリ目

カイツブリ科

カイツブリ○

ハジロカイツブリ

ミミカイツブリ

アカエリカイツブリ

カンムリカイツブリ○

ミズナギドリ目

ミズナギドリ科

オオミズナギドリ○

ペリカン目

カツオドリ科

カツオドリ○

ウ科

カワウ

ウミウ

ヒメウ

コウノトリ目

サギ科

サンカノゴイ

ョシゴイ○

ミゾゴイ

ゴ イ サギ○

ササゴイ○

アカガシラサギ○

アマサギ○

ダイサ ギ○

チュウサギ○

コサギ○

カラシラサギ

ギ

サ
ウ
モ
リ

ギ
ラ
ン
ン
ョ
ウ
ガ
モ
ド
モ

サ
科
リ

ヘ
ガ
ガ
チ
ョ
シ
モ
モ
ガ
モ
ヒ
モ
ガ

ギ
ギ
キ
リ
ト
ウ
ギ
ラ
キ
科
ン
ロ
イ
ラ
ク
チ
ク
ガ
リ
リ
モ
ガ
モ
シ
ガ
カ
ガ
ジ
ロ

サ
サ
サ
ト
ノ
コ
サ
ッ
ト
目
モ
ガ
イ
ン
ク
ッ
ハ
ク
ッ
シ
ド
ド
モ
ガ
モ
エ
ガ
ョ
リ
リ
ガ
ア
ビ

ロ
オ
ラ
ノ
ウ
ベ
科
ラ
ロ
ロ
モ
カ
ク
イ
ガ
シ
カ
オ
ハ
カ
ク
シ
シ
ガ
ル
ガ
モ
シ
カ
ド
メ
ナ
マ
シ

ク
ア
ム
ウ
コ
ナ
キ
ヘ
ク
ク
カ
ン
コ
ハ
マ
ヒ
サ
オ
コ
ア
ッ
オ
オ
マ
カ
コ
ト
ョ
オ
ヒ
ア
オ
シ
ハ

コ
ト
ン
ガガ

○
○

○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
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ホシノ、ジロ

キンクロハジロ

スズガモ

ビロードキンクロ

ホオジロガモ

ミコアイサ

ウミアイサ

カワアイサ

ワシタカ目

ワシタカ科

ミサゴ

トビ

オジロワシ

オオタカ

ツミ

ハイタカ

ケアシノスリ

オオノスリ

ノスリ

サシバ

カタシロワシ

クロノ､ケワシ

ハイイロチュウヒ

マダラチュウヒ

チュウヒ

ハヤブサ科

ノ､ヤブサ

チゴノ､ヤブサ

コチョウケンボウ

チョウケンボウ

キジ目

キジ科

ウズラ

コジュケイ

ヤマドリ

キジ

ツル目

ツル科

クロヅル

タンチョウ

ナベヅル

カナダヅル

○
○
○

マナヅル ○

ソデグロヅル ○

アネハヅル

クイナ科

クイナ○

ヒメクイナ

ヒクイナ○

シマクイナ

シロハラクイナ

ノ、ン ○

ツルクイナ

オオバン ○

チドリ目

タマシギ科

タマシギ○

チドリ科

ハジロコチドリ

コチドリ○

イカルチドリ○

シロチドリ○

メダイチドリ○

オオメダイチドリ

オオチドリ

ムナグロ ○

ダイゼン ○

ケ リ ○

タケリ○

シギ科

キョウジョシギ○

ヨウロッパトウネン

トウネン ○

ヒパリシギ○

オジロトウネン○

アメリカウズラシギ

ウズラシギ○

ハマシギ○

サルノ､マシギ

コオバシギ

オバシギ○

ミユビシギ

ヘラシギ

エリマキシギ

○
○

○
○

○

○

○

○
○

○

○

○

○
○
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○

○
シ

ギ
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
ギ
○
○
○
○
サ

シ
シ
ジ

シ
ギ
ギ
シ
メ
ア
シ
シ

ハ
ギ
シ
ギ
シ
ア
モ
メ
ラ
サ
サ
シ

ギ
オ
ギ
シ
ギ
ギ
シ
シ
ギ
ク
ギ
ギ
科
ギ
科
し
科
リ
メ
カ
メ
モ
ハ
ジ
ジ
サ

シ
オ
シ
シ
シ
ギ
ギ
シ
ギ
ハ
ク
シ
ャ
シ
ギ
シ
ギ
ギ
シ
ギ
ヒ
リ
ド
メ
モ
ロ
モ
カ
ロ
ア
ア
ジ

イ
シ
ア
ギ
シ
ア
シ
ギ
シ
シ
ギ
シ
シ
リ
ャ
ク
シ
ク
ギ
シ
ジ
シ
シ
カ
シ
リ
ド
チ
モ
カ
グ
コ
カ
ビ
ク
ラ
ト
シ
ア

ア
ハ
リ
シ
ア
オ
ア
シ
ブ
シ
シ
ハ
ロ
ソ
シ
ロ
ウ
ャ
シ
ギ
オ
ウ
ジ
カ
タ
シ
エ
チ
メ
科
カ
ロ
セ
メ
ネ
ロ
ュ
ロ
ハ
ブ
サ
ロ

リ
オ
ベ
ル
カ
ア
オ
サ
カ
ア
ソ
リ
グ
オ
イ
ウ
ュ
シ
マ
シ
リ
ュ
オ
タ
イ
ア
カ
メ
バ
メ
リ
グ
オ
モ
ミ
グ
ッ
ジ
ロ
シ
ジ
グ

キ
オ
シ
ッ
ア
コ
ア
ク
タ
キ
イ
ソ
オ
オ
ダ
ホ
チ
コ
ヤ
タ
ハ
チ
オ
イ
セ
レ
ア
バ
ッ
モ
ユ
セ
オ
カ
ウ
ズ
ミ
ハ
ク
ハ
ア
セ

セ
ヒ
シ
力

コアジサシ

ハ卜目

ハト科

ベニバト

キジバト

アオバト

ホトトギス目

ホトトギス科

ジュウイチ

カッコウ

ツツドリ

ホトトギス

フクロウ目

フクロウ科

トラフズク

コミミズク

オオコノノ､ズク

アオバズク

フクロウ

アマツバメ目

アマツバメ科

ヒメアマツバメ

ァマッバメ

ブッポウソウ目

カワセミ科

ヤマセミ

アカショウビン

カワセミ

ブッポウソウ科

ブッポウソウ

ヤツガシラ科

ヤツガシラ

キッッキ目

キツツキ科

アリスイ

アオケラ

オオアカケラ

コケラ

スズメ目

ヒバリ科

ヒメコウテンシ

コヒバリ

○
○

○

○

○

○

○
○

○
○
○

○
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ヒバリ○

ツバメ科

ショウドウッバメ○

ツノ､ミメ ○

コシアカツバメ○

イワツバメ ○

セキレイ科

ツメナガセキレイ○

キマユツメナガセキレイ

マミジロツメナガセキレイ

キガシラセキレイ

キセキレイ○

ハクセキレイ

ハクセキレイ○

タイワンハクセキレイ

セグロセキレイ○

マミジロタヒバリ

ビン ズ イ○

セジロタヒバリ

ムネアカタヒバリ

タ ヒバリ○

サンショウクイ科

サンショウクイ○

ヒヨドリ科

ヒ ヨドリ○

モズ科

モ ズ ○

アカモズ

レンジャク科

キレンジャク

ヒレンジャク

カワガラス科

カワガラス ○

ミソサザイ科

ミソサザイ

イワヒバリ科

カヤクグリ

ヒタキ科

ノゴマ

オガワコマドリ

ルリビタキ○

ジョウビタキ○

ノビタキ

サバクヒタキ

イソヒヨドリ

トラッグミ

アカノ､ラ

シロノ、ラ

マミチャジナイ

ツグミ

ヤブサメ

ウグイス

シマセンニュウ

コヨシキリ

オオヨシキリ

メボソムシクイ

センダイムシクイ

キクイタダキ

セッカ

キビタキ

セッカ

キビタキ

ムギマキ

オオルリ

サメビタキ

エゾビタキ

コサメビタキ

サンコウチョウ

エナガ科

エナガ

ツリスガラ科

ツリスガラ

ジジュウカラ科

ヒガラ

ヤマガラ

シジュウカラ

ゴジュウカラ科

ゴジュゥヵラ

メジロ科

メジロ

ホオジロ科

・シラガホオジロ

ホオジロ

コジュリン

○

○

○

○

○

○
○

○

○

○

○

○

○
○

○

○
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○シメ

ハタオリドリ科

ニュウナイスズメ

スズメ

ムクドリ科

コムクドリ

カラムクドリ

ホシムクドリ

ムクドリ

ハ､ソカチョウ

オウチュウ科

オウチュウ

カラス科

カケス

カササギ

コクマルガラス

ミヤマガラス

ノ、シボソガラス

ハシブトガラス

ホオ アカ○

コホオアカ

カシラダカ○

ミヤマホオ ジ ロ ○

ズグロチャキンチョウ

ノジコ○

アオジ○

クロジ ○

シベリアジュリン

オオジ ュ リ ン ○

サバンナシトド

アトリ科

アトリ○

カワラヒワ○

マヒワ

ベニヒワ

ベ ニマ シコ

ウソ

コイカル

イカ ル○

○
○

○

○
○

○

○
○
○
○

現在まで，出水地方で記録されている鳥は，285種である。日本産鳥類約555種の約51％，鹿児

島県産鳥類約353種の約80％を占める。また，今年度の観察でも，149種の鳥を見ることができ

た。ここの自然環境は，東に矢筈山地，南に紫尾山地，北西に笠山があり，東西に平野が広がっ

ている。北には，八代海，西は，東シナ海の外海になっている。広い干拓地があり，河川も米の

津川，高尾野川，野田川，高松川があり鳥類の生息環境が変化に富んでいる。

ミヤマガラスとコマルクガラスムナグロ
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調査票例

鳥類調査票
平成6年 調査者（溝口文男）5月12日

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

参考文献

日本鳥学会1975：日本鳥類目録改訂第5版学習研究社

鹿児島県1975：鹿児島の野鳥

山階鳥類研究所標識研究室1976-1993：鳥類観測ステーシヨン報告

叶内拓也・森岡照明1977：荒崎周辺地区の鳥野鳥42

日本鳥類標識協会1986-1993：日本烏類標識協会誌

川路則友・安部淳一・高良武信・溝口文男1987：鹿児島県鳥類目録Strixvol6

鹿児島県1987：鹿児島県の野鳥

安部直哉他1989：出水の鶴ワイス出版

千羽普示1994：出水のツル春苑堂出版

（執筆者溝口文男）

1）

2）

3）

4）

5）

6）

7）

8）

9）

－143－

調査地 出水⑮町六月田米ノ津川 地図番号 1/25,000米津

調査方法 定点観察7:00～8:30 天候 晴れ

種 名 羽数 計 種名 羽数 計

キョウジョシギ 20

キアシシギ 10

ゴイサギ 8

コ サギ 8

ムクドリ 7

スズメ 6

ヒバリ 4

アオアシシギ 4

イワ ツバメ 4

キジ（．ト 4

ノ、 シブトガラス 4

チ ユ ウシャクシギ 4

セ ツ 力 3

ソリノ、シシギ 3

ソリスガ ラ 3

ト ビ 2

ホオジロ 2

ヒクイナ 1

ﾉ、マシギ 1

オオヨシキリ 1

合計 羽 数 99 種 20

摘要

シギ・チドリ類が見られた。まだツリスガラが残っていた。



13川内川の鳥類相

川内川は九州南西部に位置し，流域は鹿児島，宮崎，熊本の三県にまたがっている。鹿児島県

内で最大の一級河川であり，流域面積は1,600knf,幹川流路延長は137kmの九州屈指の河川であ

る。

川内川の源は熊本県の白髪岳（標高1417m)に発し，クルソン峡を経て宮崎県西諸県盆地（加

久藤平野）を西流し，鹿児島県に入り，吉松狭搾部，湯之尾滝を経て，伊佐盆地で支流羽月川を

合流し，曽木の滝から鶴田ダムへ流入し，その後，宮之城狭搾部，川内平野を貫流し，東シナ海

へ注いでいる。

川内川は山地部，峡谷状になった狭搾部，ダム湖，平野部と変化に富んだ環境であり，そこを

利用する鳥類も地域により多少の差が認められる。鳥類は河川や周辺地を餌場，営巣地，休息地

として利用している。

川内川だけに生息するというような固有の鳥類はいない。しかし，上流域の調査が不十分であ

り，今後源流域を含めた詳細な調査も必要と思える。

(1)調査地域と調査方法

今回の調査対象地域は宮崎県のえびの市，鹿児島県の吉松町，栗野町，菱刈町，大口市，薩摩

町，鶴田町，宮之城町，樋脇町，東郷町，川内市を貫流する川内川の流域で，図に示した7地域

（ステーション）を設定した。1）河口部の高江地区から河口大橋間の流域。2）宮之城町のお

一

、〈

(大口市泉水平）

－7

畠

Z

=、〆

プー10』0､．ーと＝』
(川内川河口）

スケ論

－6

(えびの市京町）

一s(栗野町）

－1↓

(羽月川合流点）

3(鶴田ダム）

2(富之鋤

川内川における鳥類の調査地区（ステーション）の配置図

しどり橋から山崎大橋間の流域。3）曽木の

滝から鶴田ダム（大鶴湖）間。4）大口市の

支流羽月川鯰崎橋から本流合流地点までの流

域。5）栗野町の北方橋から栗野橋間の流

域。6）えびの市京町の真幸橋から鶴丸橋間

の流域。7）支流羽月川の源流の一つ大口市

布計の泉水平（国見山系)。これらの調査地

に出現する烏類をロードセンサス法，定点法

により確認・記録した。

調査期間および期日は川内川流域は1992年

7月27日，28日，10月31日，11月1日，1993

年1月28日，29日，3月4日，5日，源流の

一つ泉水平は1994年3月4日，12月4日，5

日に実施した。これらの調査は個人調査の他

に，鹿児島県立博物館「鹿児島の自然調査事

業（北薩地区)｣，建設省「河川水辺の国勢調

査（川内川)」での調査であり，一連の調査

結果をまとめたものである。

分類および種名の記載は日本烏学会（1974）

「日本烏類目録」学習研究社によった。
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(2)調査結果と考察

今回の調査で確認出来た種は下記の14目34科99種であった。

カイツブリ目PODICIPEDIFORMES

カイツブリ科PODICIPITIDAE

カイツブリ凡"b"s""o"isPqggi(Reichenow)

ハジロカイツブリ凡dib"s〃を"℃0"Ms〃憩河b0/雌Brehm

ミミカイツブリ凡c"b"sα"'Mfs""'WzIs(Linnaeus)

ペリカン目PELECANIFORMES

ウ科PHALACROCORACIDAE

カワウ別α〃c"ocom""7'bo加"e"eKuroda

コウノトリ目CICONIIFORMES

サギ科ARDFIDAE

ヨシゴイho67yc""ssi"e"siss"e"siS(Gmelin)

ゴイサギMc"com〃岬c此0〃z〃〃た此omx(Linnaeus)

ササゴイB"わ'耐乞ss加上z〃sα”"池"siS(Schrenck)

アマサギB"6"ん"s必応””"､α"cM"s(Boddaert)

ダイサギ堕形伽α必a(Linnaeus)

チュウサギ砲フゼ加加蛇""g‘肋"た""edhz(Wagler)

コサギ彫形加gzz7ze"gzzzzemz(Linnaeus)

アオサギA7Wnc"am允峨Clark

ガンカモ目ANSERIFORMES

ガンカモ科ANATIDAE

オシドリA"gzz彪沈"〃"(Linnaeus)

マガモA"αsp"ｫW伽"c肋s′"ｫWhy"c"osLinnaeus

カルガモA"as加“肋'伽"c加zo"oW"c加Swinhoe

コガモA"αsc7eccac7'1ecc"Linnaeus

ヒドリガモA"4zsPe"2"2Linnaeus

キンクロハジロAy吻肥z〃姥"此z(Linnaeus)

カシタカ目FALCONIFORMES

カシタカ科ACCIPITRIDAE

ミサゴm"6加卯加肋g〃s加地g"s(Linnaeus)

トビMiん"s"zg7tz7@s"""s(J.E.Gray)

ノスリB"花06""ojtZPo"iC"s(Temminck&Scmegel)

サシバ励伽s〃γ”"b"s(Gmelin)

カラフトワシA9""c〃昭nPallas

ハイイロチュウヒC"T24s〃α"e"Sq/α"e"s(Linnaeus)

チュウヒα〃"s""gWos"s"伽"0"sKaup

ハヤブサ科FALCONIDAE

ハヤブサIvb肋力27W"""sjtW"e"sisGmelin

コチヨウケンボウF"JCoco伽沈6α""s伽sを"た(Clark)
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Schlegel)

チョウケンボウRzJCoM"""c"〃s加彪蹴加c/"sHorsfield

キジ目GALLIFORMES

キジ科PHASIANIDAE

コジュケイazwz6zMs加地勉O7tzc畑j肋71zzCiczz(Temminck)

キジ〃as宛""SCO比〃"sLinnaeus

ツル目GRUIFORMES

クイナ科RATIIDAE

・ヒクイナ〃だα"α"sazg沙肋""0""(Temminck&Schl

バン"""，"〃c"んm"s加"℃aBlyth

チドリ目CHARADRIIFORMES

チドリ科CHARADRIIDAE

コチドリC""6伽"s伽6/"Sc"”"jc"sGmelin

イカルチドリC加池〃伽P"c""sMo"た"sMishima

シロチドリC加7'ndMfsαﾉgm"6〃""s〃肋0"g"sisDeignan

タケリVa"g""s〃α"g""s(Linnaeus)

シギ科SCOLOPACIDAE

クサシギTMZgzzoc"""sLinnaeus

キアシシギフMZgZz6"e"es(Vieillot)

イソシギTMEzz幼め0彫"cosLinnaeus

カモメ科LARIDAE

セグロカモメZ,α"‘sα増な"加jz‘s〃増n2Palmen

ハト目COLUMBIFORMES

ハト科COLUMBIDAE

キジバトSﾉﾌ゙ ”jOpe"0池"〃"SO沈""JMs(Latham)

アオバト助吻e""γ〃ss走加〃is泥加賊i(Temminck)

ドバトα伽加加吻”〃α汎伽"@es"cMz(Linnaeus)

ホトトギス目CUCULIFORMES

ホトトギス科CUCULIDAE

ホトトギスC"c"加加"Oc幼加ﾉ"s加肋c幼加加Latham

アマツバメ目APODIFORMES

アマツバメ科APODIDAE

ヒメアマツバメA"s""Ss"6伽で""s(Blyth)

ブッポウソウ目CORACIIFORMES

カワセミ科ALCEDINIDAE

ヤマセミαげん〃噌況6応〃4g"6"s(Temminck)

カワセミA北g伽α肋is62"gzz彫"sfsGmelin

キツツキ目PICIFORMES

キツツキ科PICIDAE

アオケラHC"s"z"0"emTemminck

オオアカケラ〃"6伽cQposん"cojos(Bechstein)
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コケラ仇"Z伽cOPos"iz"i(Tennninck)

スズメ目PASSERIFORMES

ヒバリ科ALAUDIDAE

ヒメコウテンシQ""‘加/"ci"gγαz(Gmelin)

ヒバリA〃"血α〃g"sisj"0""Temminck&Schlegel

ツバメ科HIRUNDINmAE

ツバメH〃'z"､伽？'呪s"αzg"""7'MsScopoli

イワツバメDe此加〃況妨j""S)"s(Bonaparte)

セキレイ科MOTACILLIDAE

キセキレイ〃ひ〃c"〃c〃gγαz7'106"s"(Brehm)

ハクセキレイ〃りなc"んα必α〃噌忍"sGloger

セグロセキレイ〃0〃c"〃gｿ〃"〃SSharpe

ビンズイA"肋"s"06を:so"i"otZso"Richmond

タヒバリA"＃加s妙加0彪伽”0"た"sTemminck&Schlegel

サンショウクイ科CAMPEPHAGIDAE

サンショウクイ凡沈7'DcoZMS〃〃α"α”sdMz"""s(Raffles)

ヒヨドリ科PYCNONOTIDAE

ヒヨドリ正加s秒g魅α"0α"γひ姑α"､α"γ0姑(Temminck)

モズ科LANIIDAE

モズLα"j"s6"c"加伽s6"c幼加加Tennninck&Schlegel

カワガラス科CINCLIDAE

カワガラスC"C加加"Zzs勿加ﾉﾙzs"Temminck

ミソサザイ科TROGLODYTIDAE

ミソサザイT》りgJMy妨加g/りdWs〃加をzz"sTemminck

ヒタキ科MUSCICAPIDAE

ルリビタキ乃溶軽γGyα""''〃sのlα""γ呪s(Pallas)

ジョウビタキ剛09"た""‘sα"”〃"sα"707''2zzs(Pallas)

イソヒヨドリ〃0"批0"so"〃""s′〃〃Pe"sis(Miiller)

シロノ､ラn"t加s"/〃"sG"@2""

ツグミ刀"戒‘s〃α"郷α""zg""0"z"sTemminck

ウグイスα抗〃〃〃0"e“"〃"s(Temminck&Scmegel)

オオヨシキリAcγりc"加〃sα〃"〃"ace"so池"〃"s(Temminck&Schlegel)

キクイタダキRagzWs7Wz""sj"o"e"sisBlakiston

セッカCis"0肱〃"cMS6γ"""jbaPs(Temminck&Schlegel)

エナガ科AEGITHALIDAE

エナガA""zんsaz"血j"s〃'”'君zz"s(Temminck&Schlegel)

ツリスガラ科REMIZIDAE

ツリスガラRewcizpe""伽"scolzso6”""s(Swinhoe)

シジュウカラ科PARIDAE

コガラRz7'zfs"@0""""sγEst沈如sHellmayr
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ヒガラRz7'zfsa蛇γi"s"ん油Hellmayr

ヤマガラR"呪s〃α”"s〃α""sTemminck&Schlegel

シジュウカラR"'〃s〃”ひγ加加07'Temminck&Schlegel

メジロ科ZOSTEROPIDAE

メジロZbsM"sMo""mo"jazTemminck&Schlegel

ホオジロ科EMBERIZIDAE

ホオジロEｳ"6g噸α吻尅とscjqjsisBonaparte

ホオアカEｸ"6e戒α”αz〃んαz"Pallas

カシラダカEwz6e噸α7'呪s"αz伽施sc"zPortenko

ﾐﾔﾏﾎｵジﾛEｸ"6e噸αglWn"Se姥""sTemminck

アオジEｿ"加噸α功o伽c幼加〃力g窓0"α〃Temminck

アトリ科FRINGITJJDAE

アトリFMZgf"zO"〃""g"〃Iinnaeus

カワラヒワQzγ""gEss加允α(Linnaeus)

マヒワ"7t伽e"s妙加"s(Linnaeus)

ウソB"伽"〃か"物"〃(Linnaeus)

イカルE"加"αpe7so"α〃’2窓0"α〃(Temminck&Schlegel)

シメαccoIMz@fsiescocco幼γzz"sesj"0"zic"sTemminck&Schlegel

ハタオリドリ科PLOCEIDAE

ニュウナイスズメRzsseγ〃だ肱"s〃だ""s(Temminck)

スズメHzsseγ加0"な""ssα〃'zzzMsStejneger

ムクドリ科STURNIDAE

ムクドリ副況〃"sc/""zzce"sTemminck

カラス科CORVIDAE

カケスGzγγ"〃sg""伽""s(Linnaeus)

コクマルガラスCb"ﾉ"s”o"e""ん血""河cMsPallas

ミヤマガラスCo7'zﾉ"s/Wfﾉ電z@sptzs""α加γGould

ノ､シボソガラスq7'wfscoγひ"go'姥"〃"sEversmann

ハシブトガラスQ"ﾉ"s加αc'切勿"c"osj"0"2"鯛Bonaparte

これまでの既存文献の中で川内川の河川のみに限ったものはないが，周辺地域の北薩地方の調

査例での出現種と今回確認された種と照らし合わせて著者なりに考察してみた。

川内川における各ステーション別の烏種の出現状況は表の通りである。鳥類分類に従い，各目

別に概略を述べる。

カイツブリ目のカイツブリは川内川の全ステーション（源流は除く）で確認され，ごく一般的

な留鳥である。冬期の調査で冬鳥のハジロカイツブリが鶴田ダム湖で，ミミカイツブリが栗野・

京町の河川で確認された。

ペリカン目のカワウは秋期，冬期，春季において河口から鶴田ダムの上流，曽木ノ滝，更に羽

月川との合流点の付近まで観られ，栗野から上流では観られなかった。

－149－



鳥類のステーション別の出現状況
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動物名 ステーションNQ

目 科 種 1 2 3 4 5 6 7

カイツブリ カイツブリ カイツブリ

ハジロカイツブリ

ミミカイツブリ

＊ ＊ ＊
＊

＊ ＊
＊

＊
＊

ペリカン ウ カワウ ＊ ＊ ＊ ＊

コウノトリ サギ ヨシゴイ

ゴイサギ

ササゴイ

アマサギ

ダイサギ

チュウサギ

コサギ

アオサギ

＊
＊
＊
＊
＊

＊
＊
＊

＊
＊
＊

＊
＊
＊
＊
＊

＊
＊
＊
＊

＊
＊
＊
＊
＊
＊

ガンカモ ガンカモ オシドリ

マガモ

カルガモ

コガモ

ヒドリガモ

キンクロノ､ジロ

＊
＊
＊
＊

＊
＊
＊
＊

＊
＊
＊

＊
＊

＊
＊
＊
＊

＊
＊
＊
＊

ワシタカ ワシタカ

ﾉ､ヤブサ

ミサゴ

トビ

ノスリ

サシバ

カラフトワシ

ハイイロチュウヒ

チュウヒ

ﾉ､ヤブサ

コチヨウケンボウ

チョウケンボウ

＊
＊
＊
＊
＊
＊

＊ ＊ ＊
＊

＊

＊
＊
＊

＊

＊
＊

＊

キジ キジ コジュケイ

キジ

＊ ＊ ＊ ＊ ＊
＊

＊
＊

ツル クイナ ヒクイナ
ﾉぐン ＊

＊
＊

＊
＊

チドリ チド'ノ

シギ

カモメ

コチドリ

イカルチドリ

シロチドリ

タケリ

クサシギ

キアシシギ

イソシギ

セグロカモメ

＊
＊

＊

＊

＊

＊
＊
＊
＊

＊
＊
＊

＊

＊

＊

＊

ノ、 ト ノ、 ト
１
ｒ
１
ｒ

ぐ
、

ノ
ノ

ジ
オ

キ
ア
ドバト

＊
＊

＊
＊

＊
＊
＊ ＊ ＊ ＊

＊
＊

ホトトギス ホトトギス ホトトギス ＊ ＊ ＊

アマツバメ アマツバメ ヒメァマッバメ ＊ ＊

ブッポウソウ カワセミ ヤマセミ

カワセミ

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

キツツキ キツツキ アオケラ

オオアカゲラ

コケラ ＊

＊
＊

＊
＊
＊ ＊

＊
＊
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動 物 名 ステーションNQ

目 科 種 1 2 3 4 5 6 7

スズメ ヒバリ

ツノ、メ

セキレイ

サンショウクイ

ヒヨドリ

モズ

カワガラス

ミソサザイ

ヒタキ

エナガ

ツリスガラ

シジュウカラ

メジロ

ホオジロ

アトリ

ハタオリドリ

ムクドリ

カラス

ヒメコウテンシ

ヒバリ

ツノぐメ

イワツバメ

キセキレイ

ハクセキレイ

セグロセキレイ

ビンズイ

タヒバリ

サンショウクイ

ヒヨドリ
モズ

カワガラス

ミソサザイ

ルリビタキ

ジョウビタキ

イソヒヨドリ

ラ
ス

ハ
ミ
イ

ロ
グ
グ

シ
ッ
ウ

オオヨシキリ

キクイタダキ

セッカ

エナガ

ソリスガラ

コガラ

ヒガラ

ヤマガラ

シジュウカラ

メジロ

ロ
カ

ジ
ア

オ
オ

ホ
ホ

カシラダカ

ミヤマホオジロ

アオジ

ヒワ
リ
ラ
ワ
ル

ト
ワ
ヒ
ソ
カ
メ

ア
カ
マ
ウ
イ
シ
ニュウナイスズメ
スズメ

ムクドリ

カケス

コクマルガラス

ミヤマガラス

ﾉ、シボソガラス

ハシブトガラス

＊

＊
＊
＊
＊
＊

＊

＊

＊
＊
＊
＊
＊
＊

＊

＊

＊

＊
＊

＊

＊

＊

＊
＊
＊

＊

＊
＊

＊
＊
＊
＊
＊
＊

＊

＊

＊

＊

＊
＊
＊
＊
＊

＊

＊
＊
＊
＊

＊
＊
＊
＊
＊

＊
＊
＊

＊

＊

＊
＊
＊

＊

＊
＊
＊

＊

＊

＊

＊

＊
＊
＊
＊
＊

＊

＊

＊
＊
＊
＊
＊

＊
＊
＊
＊
＊

＊
＊
＊

＊
＊
＊

＊

＊

＊
＊
＊
＊

＊

＊

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

＊

＊

＊
＊
＊
＊

＊
＊
＊

＊
＊

＊

＊
＊
＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊
＊
＊

＊

＊

＊

＊
＊
＊
＊
＊

＊

＊

＊
＊
＊

＊
＊

＊

＊

＊
＊
＊
＊

＊

＊

＊
＊
＊
＊

＊

＊

＊
＊
＊
＊
＊

＊

＊
＊
＊
＊
＊

＊
＊

＊

＊
＊
＊

＊
＊
＊

＊

＊

＊
＊
＊
＊
＊

＊

＊
＊

＊

＊
＊
＊
＊

＊
＊

14 34 99 51 56 51 56 54 50 24



コウノトリ目では周年観察された種はゴイサギ，コサギ，アオサギで，他のヨシゴイ，ササゴ

イ，アマサギ，ダイサギ，チュウサギは夏期の観察である。サギ類の規模の大きい集団営巣地が

川内川の下流域の東郷橋～倉野橋の間の河川敷内の湿地にみられる。

ガンカモ目ではカルガモの少数が下流域(St.1,2)で夏期もみられるが，他のカモ類は秋期

から春期にかけての観察で渡り烏（冬烏）である。オシドリは栗野(St.5)で，キンクロハジ

ロは宮之城(St.2)で確認できた。川内川の全ステーション（源流は除く）で最も多く一般的

なカモ類はマガモ，カルガモ，ヒドリガモである。カルガモは留鳥とされているが，鹿児島県内

で夏期にみられる本種はごく一部であり，殆どが他の冬鳥と同様渡って行く。

ワシタカ目ではトビは周年・全ステーション（源流は除く）で確認され，ごく一般的な留鳥で

ある。ミサゴ，ノスリ，チュウヒ，ハヤブサは河口部(St.1)で，ハイイロチュウヒ，サシ

バ，ノスリ，コチョウケンボウ，チョウケンボウは上流域(St.4,5,6)で観察されている。

キジ目ではコジュケイが周年・全ステーション（源流は除く）で確認され，ごく一般的な留烏

である。キジは周年であるが上流域(St.5,6)で観察されている。

ツル目ではバンが上流域(St.4,5,6)で周年観察されている。ヒクイナは上流域(St.5,

6）で冬期と春期の観察である。

チドリ目ではイソシギカ:周年・全ステーション（源流は除く）で確認され，ごく一般的な留烏

である。その他のシギ・チドリ類は一般的でない。

ハト目ではキジバトが周年・全ステーション（源流は除く）で確認され，ごく一般的な留鳥で

ある。ドバトは野生種ではないが一般的烏である。アオバトは鶴田ダムで秋期の確認である。

ホトトギス目ではホトトギスカぎSt.2,3,4で夏期と春期の確認である。

アマツバメ目のヒメアマツバメは上流域(St.5,6)で春期の観察である。

ブッポウソウ目のヤマセミ，カワセミは周年・全ステーション（源流は除く）で確認され，ご

く一般的な留鳥である。

キツツキ目のコケラは周年・林が迫っている河川では確認され，ごく一般的な留鳥である。オ

オアカケラは鶴田ダムと源流域の泉水平で(St.7)で観察され，アオケラは宮之城(St,2)と

鶴田ダム(St,3)の観察である。オオアカケラならびにアオケラの生息場所は何れも深い森林

地帯であった。

スズメ目ではヒバリ，キセキレイ，ヒヨドリ，モズ，ウグイス，セッカ，エナガ，コガラ，ヤ

マガラ，シジュウカラ，メジロ，ホオジロ，カワラヒワ，スズメ，ムクドリ，カケス，ハシブト

ガラスそしてハシボソガラスは周年・ほとんどのステーションで確認され，ごく一般的な留烏で

ある。ヒメコウテンシ，ハクセキレイ，ビンズイ，タヒバリ，ミソサザイ，ルリビタキ，ジョウ

ビタキ，ツグミ，シロノ､ラ，キクイタダキ，ツリスガラ，ホオアカ，カシラダカ，ミヤマホオジ

ロ，アオジ，アトリ，マヒワ，ウソ，イカル，シメ，ニュウナイスズメ，コクマルガラス，ミヤ

マガラスは秋期から春期までの確認であり渡り鳥（冬鳥）の部類に入る。一方，ツバメ，サン

ショウクイは春期から夏期にかけてみられる渡り鳥（夏烏）の部類に入る。カワガラスは留鳥で

あり，中流(St､2,3,5)の確認であるがこれらのステーションの環境は何れも瀬になってお

り，岩の間を水の流れる，渓流的な環境であった。

（執筆者鮫島正道）
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14下甑島の両生類・爬虫類相

甑島は薩摩半島の西方約20伽の海上にあり，上甑島，平島，下甑島と北東から南西に長く連な

り，延長38km,面積は105knfに達する。島の地形の概要は，平地はほとんどなく海岸線の大部分

は断崖で，特に北西部の海岸は急な断崖で海に接している。

下甑島は3島の中で最も大きく地形も複雑であり，島の背骨ともなる山岳は尾岳(604m)を

最高に青潮岳，小田山，瀬尾山などがある。西海岸は殆ど断崖であるが，東岸は長浜，青瀬，手

打には砂浜が発達している。気候は暖流の影響で暖かく，佐多岬，屋久島の一湊と同じで霜を見

ることはないといわれている。

甑島における基本的な両生類・爬虫類相は九州本土とほぼ一致すると思えるが，島喚であるた

め種も少なくそれなりの特性もあると思われる。甑島の両生類・爬虫類相についての詳細な調査

は少ない。今回,1994.10.30から11.1までの3日間にわたり両生類・爬虫類観察と聞き取り調査

の機会を得た。短期間で一人による調査記録であり，出現種の数に限界があった。ここでは3日

間の島内の耕作地，森林内，林道における目撃法。見つけ取り法により出現する両生類・爬虫類

を確認・記録した。

調査時に出現した種（＊）と聞き取りにより確認した種の両生類・爬虫類目録

両生綱AMPHIBIA

カエル目SAIJFNTIA

ヒキガエル亜目ARCIFERA

ヒキガエル科BUFONIDAE

ヒキガエルB"/b6"/bmo"た"sSchlegel,1838

アマガエル科HYLIDAE

＊アマガエルJ過ﾉ〃α坊0γαzjtzpo"畑Giinther,1858

アカガエル亜目FIRMISTERNIA

アカガエル科RANIDAE

ニホンアカガエル凡z"a(RR""α)Mo"j"jtIpo"/c"Giinther,1858

＊ヌマガエル尺上z"a（凡z"α）ノ伽"Oc加沈ノ〃"Oc加蛎Wiegmann,1835

爬虫綱REPTILIA

カメ目TESTUDINATA

ウミガメ科CHELONIIDAE

アカウミガメQ沌加αz沌加gZzzsDeramyagala,1933

トカケ目SQUAMATA

トカケ亜目LACERTILIA

ヤモリ科GEKKONIDAE

ヤモリGeﾙﾙomo"jMs(DumeriletBibron,1836)

トカケ科SCINCIDAE

トカケE@"f@eces〃鮎c"如如s(Hallowell,1860)

カナヘビ科LACERTIDAE
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＊カナヘビTIzkyd"畑"s〃c勿圃”籾0"9s(Schlegel,1838)

ヘビ亜目OPHIDIA

ヘビ科COLUBRIDAE

シマヘビEJ""89〃α〃"7浬z"(Boie,1826)

ジムグリE"舵co"Spic""賊(Boie,1826)

＊アオダイシヨウE""c"""cOP"07"(Boie,1826)

＊ヤマカガシRhzz6dbP"応姥γ"z循姥γかzzzs(Boie,1826)

クサリヘビ科VIPERIDAE

マムシAgMs"odo"/i{z"s(Pallas,1776)

今回の調査で確認した両生類はアマガエルとヌマガエル，爬虫類のカナヘビ，アオダイショ

ウ，ヤマカガシと少なかった。目撃ならびに採集した種と場所は図に示した。本調査は10月30日

から11月lまでの晩秋ということもあり，両生類・爬虫類調査には適さない時期とも思える。ま

た，聞き取り調査から推察して，ヒキガエルとマムシの多い島と思える。

一1.~－
98199

■一・・一p■『

8889

r-RW

’
７
７

－
，
９
－
８
↑

限
“
｜

｜
‐
粥
下
“
｜

唾
引
叩

ダザ

50，1．61主－．．匁;53

;｡T"|"“
蕊｜|

３
３
３

３
『
２
．
１

１
’
！
‐
‐
－
‐
‐
都
１
１

頭
一
諏
晒

３
２
－
Ｉ

如
一
沁
一
池

ヤマガカシ １
１
“
’
１
”
一

000J

『且L一弓竺

卜'卜

聖_｣“ 83

印
一
印
一
Ｊ
｜
訓
一

霞

下甑島における両生類・爬虫類の採集場所

ヒキガエル

（酒匂猛撮影）
(執筆者鮫島正道）

-154-



15川内川の両生類・爬虫類相

川内川は九州南西部に位置し，流域は鹿児島，宮崎，熊本の三県にまたがっている鹿児島県内

で最大の一級河川であり，流域面積は1,600knf,幹川流路延長は137mの九州屈指の河川である。

川内川の源は熊本県の白髪岳（標高1417m)に発し，クルソン峡を経て宮崎県西諸県盆地（加

久藤平野）を西流し，鹿児島県側へ入り，吉松狭搾部，湯之尾滝を経て，伊佐盆地で支流羽月川

を合流し，曽木の滝から鶴田ダムへ流入し，その後，宮之城狭搾部，川内平野を貫流し，東シナ

海へ注いでいる。

川内川は山地部，峡谷状になった狭搾部，ダム湖，平野部と変化に富んだ環境であり，出現す

る両生類・爬虫類にも地域により多少の差が認められる。両生類．爬虫類はそれぞれの習性から

森林，平野部や耕作地，湖沼，河川などの環境を選び，それに適応しながら生きている。

川内川だけに生息するというような固有の両生類・爬虫類はいない。しかし，上流域の国見山

系にはベッコウサンショウウオやプチサンショウウオの生息地がある。

(1)調査地域と調査方法

今回の調査対象地域は宮崎県のえびの市，鹿児島県の吉松町，栗野町，菱刈町，大口市，薩摩

町，鶴田町，宮之城町，樋脇町，東郷町，川内市を貫流する川内川の流域で，図に示した7地域

を設定した。1）河口部の高江地区から河口大橋間の流域。2）宮之城町のおしどり橋から山崎

大橋間の流域。3）曽木の滝から鶴田ダム（大鶴湖）間。4）大口市の支流羽月川鯰崎橋から本

､く

二二雲塗く弓菫蓉嚥”

流合流地点までの流域。5）栗野町の北方橋か

ら栗野橋間の流域。6）えびの市京町の真幸橋

から鶴丸橋間の流域。7）支流羽月川の源流の

一つ大口市布計の泉水平（国見山系)。これら

の調査地を目撃法。見つけ取り法により出現す

る両生類・爬虫類を確認・記録した。

調査期間および期日は川内川流域は1991年夏

期8月27日～9月2日，同年秋期10月30日～11

月3日，1992年冬期2月9日～2月12日，同年

秋期11月5日～11月6日，源流の一つ泉水平は

サンショウウオ調査を目的に春季1988年3月10

日，1989年3月15日，1992年3月11日，1994年

3月4日，同年冬期12月10,11日に実施した。

これらの調査は個人調査の他に,鹿児島県立博

物館鹿児島の自然調査事業（北薩地区)，建

設省河川水辺の国勢調査（川内川）での調査で

あり，一連の調査結果をまとめたものである。

分類および種名の記載については中村健次・

上野俊一（1963）「原色日本両生爬虫類図鑑」

白
ベーノ

0ナ I010､、

ナー義-ご(川内川河口

一s(栗野町）

－1↓

(羽月川合流点）

3(鶴田ダム）

(富之制2

jll内lllにおける両生類･爬虫類調査の調査地区(ｽﾃーｼｮﾝ)の配置図保育社に準じた。
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(2)調査結果と考察

今回の調査で確認できた種は下記の通りである。

両生綱AMPHIBIA

サンショウウオ目CAUDATA

サンショウウオ科HYNOBIIDAE

ベツコウサンショウウオ鋤"oMIs(Hy"0""s)s""館忍"Dum,1923

イモリ科SALAMANDRIDAE

イモリT〉'伽'ws(Cy"ops)pw伽gns花γ’W"iOgzzs彫γ(Boil,1826)

カエル目SALIENTIA

ヒキガエル科BUFONIDAE

ヒキガエルB"/b6"/bjtW"iMsSchlegel,1838

アマガエル科HYLIDAE

アマガエル的〃α坊07EzzjtW"/cEzGunther,1858*

アカガエル科RANIDAE

ニホンアカガエルRa"a(Ra"α)Mo〃αzノ"o"b"G伽ther,1858

トノサマガエルRa"a(Ra"α）〃移り"､αc"k"Hallowell,1860

ウシガエルRa"a(Ra"α）αz“6“"αShaw,1802

ツチガエルRa"a(Ra"α)"鰹ひs"Schlegel,1838

ヌマガエルRa"a(Ra"α）ノ伽"Oc加焔／伽"oc加痂Wiegmann,1835

アオガエル科RHACOPHORIDAE

シュレーゲルアオガエルR肋c”肋"‘SSCﾙﾉ忽膨(Giinther,1858)

カジカガエルR"cOP"ozIs6"27gE"(Schlegel,1838)

/爬虫綱REPTILIA

カメ目TESTUDINATA

カメ科TESTUDINIDAE

イシガメC/E加棚Isjtmo"たa(TemmincketSchleger,1835)

スッポン科TRIONYCHIDAE

スッポンnfOW%s/"g"sisjtW"/czIsTemmincketSchleger,

トカケ目SQUAMATA

ヤモリ科GEKKONIDAE

ヤモリG乞賊ojtmo"た"s(DumeriletBibron,1836)

トカケ科SCINCIDAE

トカケE""z“9s肱娩c"〃"s(Hallowell,1860)

カナヘビ科LACERTIDAE

カナヘビnzhy6加加"smc"C加"@0"es(Schlegel,1838)

ヘビ科COLUBRIDAE

タカチホヘビAc加伽"s(Ac〃"""s)妙加α"sPeters,1869

シマヘビ〃"p"29z"z6腕"j7gzz"z(Boie,1826)

ジムグリEWM"eco"""肋如(Boie,1826)
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アオダイシヨウE腕ゆ"ccﾉ伽αc""071zz(Boie,1826)

ヤマカガシR肋66加舳地"""s贈"""s(Boie,1826)

クサリヘビ科VIPERIDAE

マムシAgMs加伽〃加肱(Pallas,1776)

川内川の両生類・爬虫類のステーション別の出現状況

－157－

動 物 名 ステーションNQ

目 科 種 1 2 3 4 5 6 7

サンショウウオ サンショウウオ

イモリ

べ､ソコウサンショウウオ

イモリ ＊

＊

カエル ヒキガエル

アマガエル

アカガエル

アオガエル

ヒキガエル

アマガエル

二ホンアカガエル

ﾄノサマガエル

ウシガエル

ツチガエル

ヌマガエル

シュレーケルｱｵガｴﾙ

カジカガエル

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊
＊
＊
＊
＊

＊
＊

＊

＊

＊
＊
＊
＊

＊

＊

＊

＊
＊

＊

＊

＊

＊
＊

＊

＊

＊

カメ カメ

スッポン

イシガメ

スッポン

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

ﾄカケ ヤモリ

ﾄカケ

カナヘビ

ケ、ビ

クサリヘビ

ヤモリ

ﾄカケ

カナノ、ビ

タカチホヘビ

シマヘビ

ジムグリ

アオダイショウ

ヒバカリ

ヤマ カ ガ シ

マムシ

＊

＊

＊
＊
＊

＊

＊

＊
＊
＊

＊

＊

＊

＊

＊
＊
＊
＊
＊

＊

＊

＊

＊

＊
＊
＊

＊

＊

＊

＊
＊
＊
＊

＊

＊

＊
＊
＊

4 13 23 10 12 21 15 14 12 3



これまでの既存文献の中で川内川の河川のみに限ったものはないが，周辺地域の北薩地方の調

査例での出現種と今回確認された種について著者なりに考察してみた。

サンショウウオ目サンショウウオ科の生息状況について，川内川支流羽月川の源流の一つ大口

市布計の泉水平（国見山系）付近には文献によればベッコウサンショウウオとプチサンショウウ

オが生息しているとの報告があるが,1994年3月4日の泉水平での調査では源流の湧水地（水温

12.C)で幼生のベッコウサンショウウオ25個体採集し，計測後再放流した。この中にはプチサン

ショウウオは含まれていなかった。1994年12月10日に同地の湧水地(水温12℃）で幼生のベッコウ

サンショウウオ25個体を採集し計測後再放流した｡今後とも時期を変え詳細な調査力欝必要と思う。

サンショウウオ目イモリ科のイモリは鶴田ダムで確認されたｶ罰，他の調査地において今回は確

認していないが生息は一般的と思える。

カエル目アカガエル科のタゴガエル，二ホンアカガエル，ヤマアカガエルの生息カゴ考えられる

が今回の調査ではアカガエル類のなかではニホンアカガエルのみの出現であった。これら3種は

類似しており，同定に注意をはらい今後の生息確認調査を進めたい。他のカエルのヒキガエル，

アマガエル，トノサマガエル，ウシガエル，ツチガエル，ヌマガエル，シュレーケルアオガエ

ル，カジカガエルについては今回の調査で確認できた。

カメ目カメ科のクサガメ，イシガメ，スッポン科のスッポンの生息が文献ではあるが，今回の

調査ではイシガメ，スッポンは確認できたがクサガメは確認されなかった。鹿児島県内の主要河

川ではイシガメは一般的であるがクサガメがどの程度の割合で生息するか詳細な記録がない。今

後，正確な把握が必要と思える。

トカケ目のヤモリ科ヤモリ，トカケ科トカケ，カナヘビ科カナヘビ，ヘビ科タカチホヘビ，シ

マヘビ，ジムグリ，アオダイショウ，ヒバカリ，ヤマカガシが確認できた。タカチホヘビ，ヒバ

カリは一般的なヘビではない。タカチホヘビは鶴田ダムサイド路上での礫死体の確認であり，偶

然性が強い，またヒバカリは目に触れる機会が少ないことが考えられる。河川敷で最も一般的な

ヘビはシマヘビであるカゴ，黒化型もかなり多く見られた。

川内川の両生類・爬虫類のステーション別の出現状況は，あくまでも調査時に確認できたもの

であり，確認出来なかったものはそのステーションに生息しないということにはならない。今後

さらに詳細な調査を重ねることで，プラス分布，マイナス分布がはっきりしてくるものと思う。

ヌマガエル（栗野町）
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ジムグリ

（執筆者鮫島正道）


